
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

渋川市 6,490,000 3,780,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道金井伊香保線舗装補修
工事〈１〉



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由 第２次渋川市総合計画の終期まで

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道金井伊香保線舗装補修工事〈１〉

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市　金井　地内

交付金事業の概要

施工延長　L=50.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ｉ型　t=5cm　A=362.3㎡
基層　再生粗粒度ｱｽｺﾝ(20)　t=5cm　A=362.3㎡
路上路盤再生工　t=25cm　A=362.3㎡
区画線工　一式

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
 道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶかわによる市民か
らの情報提供など様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を図ります。
【目標】
必要舗装補修延長１０１５ｍ　進捗率７０．４％
現状 ６５．５％（令和２年度）
最終目標１００％（令和９年度）

事業開始年度 平成２２年度 事業終了（予定）年度 令和９年度



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の舗装維持修繕 指名競争入札 カーリット産業　株式会社 6,490,000

うち経済産業省分 5,100,000 5,000,000 3,780,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,100,000 5,000,000 3,780,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 5,973,000 6,963,000 6,490,000

50

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和３年度

舗装補修工事

活動実績 ｍ 50 50 50

活動見込 ｍ 50
交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

50

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長50ｍ、面積362.3㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区間におい
ては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の更なる向上
と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

令和３年度

進捗率７０．４％
実施舗装補修
延長÷必要舗
装補修延長

成果実績 ％ 70.4

目標値 ％ 70.4

達成度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

％ 100.0%



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

渋川市 4,620,000 2,640,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道小野子村上線道路測量
設計業務委託<1>



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道小野子村上線道路測量設計業務委託<1>

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市 小野子地内

交付金事業の概要
委託延長　L=0.2km
路線測量　L=0.2km
道路詳細設計　L=0.2km

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の
整備を推進します。
【目標】
必要測量委託延長L=２００．０m　進捗率１００%
現状０％（令和２年度）
最終目標１００％（令和３年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

事業期間の設定理由 １年で測量設計業務を完了させる計画



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

進捗率１００％
実施測量委託
延長÷必要測
量委託延長

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 ％ 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、本年度は法面の崩れ等により、修正設計が必要な路線である市道小野子村上線
の道路測量設計を委託延長200.0m、路線測量200.0m実施しました。
次年度に向けては、本年度行った修正設計を基に、同路線の改良工事を行う予定である。
舗装の損傷が激しい路線となるため、交通量も多い生活道路としての安全性の確保等を行い、道路瑕
疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和３年度

測量設計業務委託

活動実績 ｍ 200.0

活動見込 ｍ 200.0

達成度 ％ 100.0%   

交付金事業の総事業費
等

令和３年度 備　考

総事業費 4,620,000

交付金充当額 2,640,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 2,640,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の測量設計業務 指名競争入札 株式会社コイデ渋川営業所 4,620,000

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道4-1021号線舗装補修工
事<その他>

渋川市 3,586,000 2,140,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由 ５年で工事を完了する計画

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の
整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長５００ｍ　進捗率４８．０％

現状 ２４％（令和２年度）
最終目標１００％（令和６年度）

事業開始年度 令和２年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市　吹屋・白井地内

交付金事業の概要

施工延長　L=120.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ⅰ型　t=40mm　A=199.0㎡
　　　　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) 　t=40mm　A=400.7㎡
不陸整正　粒度調整砕石M-30　t=10mm　A=599.7㎡
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道4-1021号線舗装補修工事<その他>



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の舗装維持修繕 指名競争入札 株式会社　石関工務店 3,586,000

うち経済産業省分 3,000,000 2,140,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,000,000 2,140,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費
等

令和２年度 令和３年度 年度 備　考

総事業費 3,828,000 3,586,000

達成度 ％ 100.0% 100.0%  

年度

舗装補修工事

活動実績 ｍ 120 120

活動見込 ｍ 120
交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

120

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長120.0ｍ、面積599.7㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区間にお
いては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の更なる向上
と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

実施舗装補修
延長÷必要舗
装補修延長

成果実績 ％ 48

目標値 ％ 48

達成度 ％ 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

進捗率４８．０％



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

渋川市 6,622,000 3,580,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道大規模線舗装補修工事<1>



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道大規模線舗装補修工事<1>

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市　赤城町津久田　地内

交付金事業の概要

施工延長　L=180.0m
路面切削工　t=4cm　A=1200.0㎡
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=4cm　A=1200.0㎡
区画線工　一式

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
３）道路維持管理の充実
 道路の危険箇所を把握するため、道路パトロールを強化するとともに、フォトリポしぶかわによる市民か
らの情報提供など様々な手段により、道路損傷を発見し、早期の対応を図ります。
【目標】
必要舗装補修延長６４０ｍ　進捗率８２．８％
現状５４．６％（令和２年度）
最終目標１００％（令和５年度）

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

事業期間の設定理由 ５年で工事を完了させる計画



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

％ 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

令和３年度

進捗率８２．８％
実施舗装補修
延長÷必要舗
装補修延長

成果実績 ％ 82.8

目標値 ％ 82.8

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、本年度は延長180.0m、面積1200.0㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区間
においては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、交通量も多い生活道路としての安全性の確
保等を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

舗装補修工事

活動実績 ｍ 160 190 180

活動見込 ｍ 160 180

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

190

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 7,351,000 6,952,000 6,622,000

交付金充当額 5,600,000 5,100,000 3,580,000

うち文部科学省分

敷島緑化　有限会社 6,622,000

うち経済産業省分 5,600,000 5,100,000 3,580,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の舗装維持修繕 指名競争入札



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道北町竹ノ原線舗装補修工
事<2>

渋川市 5,753,000 2,880,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

事業期間の設定理由 ６年で工事を完了させる計画

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の
整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長６２６ｍ　進捗率１００％

現状 ８６．４％（令和２年度）
最終目標１００％（令和３年度）

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市 北橘町八崎 地内

交付金事業の概要

施工延長　L=84.0m
表層　密粒度ｱｽｺﾝ(13)改質Ｉ型　t=4cm　A=470.6㎡
上層路盤　粒度調整砕石M30-0　t=9cm　A=448.3㎡
下層路盤　再生砕石RC-40　t=20cm　A=448.3㎡
ﾏﾝﾎｰﾙ蓋調整　N=4箇所
区画線工　一式

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道北町竹ノ原線舗装補修工事<2>



交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の舗装維持修繕 指名競争入札 角田建設　株式会社 5,753,000

うち経済産業省分 4,600,000 4,100,000 2,880,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,600,000 4,100,000 2,880,000

うち文部科学省分

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 5,555,000 5,291,000 5,753,000

84

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

令和３年度

舗装補修工事

活動実績 ｍ 98 100 84

活動見込 ｍ 98
交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度

100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長84.0ｍ、面積470.6㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区間にお
いては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
 本年度で必要舗装補修目標100％を達成することができ、地域の生活道路として利便性の更なる向上
と安全性の確保等が図られました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

実施舗装補修
延長÷必要舗
装補修延長

成果実績 ％ 100.0

目標値 ％ 100.0

達成度 ％ 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和３年度

進捗率１００％



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業に要し
た経費

交付金充当額 備　考

渋川市 9,493,000 5,513,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

1

公共用施設に
係る整備、維持
補修又は維持
運営等措置

市道味噌野相之沢橋線舗装
補修工事<1>



Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 市道味噌野相之沢橋線舗装補修工事<1>

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 渋川市

交付金事業実施場所 渋川市 北橘町真壁地内

交付金事業の概要

施工延長　L=110.0m
表層　再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=5cm　A=697.9㎡
路上路盤再生工　t=18cm　A=697.9㎡
ﾏﾝﾎｰﾙ蓋調整　N=3箇所
区画線工　一式

交付金事業に関係する市
町村の主要政策・施策と
その目標

【主要政策・施策】
第２次渋川市総合計画（平成３０年度〜令和９年度）
３－４ 自然と調和した快適なまち
４－２ 生活に身近な道路の整備
（２）生活道路整備の推進
 日常生活や緊急時の円滑な移動を確保するため、災害時の避難路としての機能を備えた生活道路の
整備を推進します。
【目標】
必要舗装補修延長２６１０．８ｍ　進捗率６１．０％
現状５６．８％（令和２年度）
最終目標１００％（令和８年度）

事業開始年度 平成２５年度 事業終了（予定）年度 令和８年度

事業期間の設定理由 １４年で工事を完了する計画



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

％ 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施

令和３年度

進捗率６１．０％
実施舗装補修
延長÷必要舗
装補修延長

成果実績 ％ 61.0

目標値 ％ 61.0

達成度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金活用により、施工延長110.0ｍ、面積697.9㎡の舗装補修を実施し、本年度整備した区間にお
いては、ひび割れ及び轍掘れが解消され、騒音や振動が改善されました。
次年度に向けては、舗装の損傷が激しい路線となるため、地域の生活道路として利便性の更なる向上
と安全性の確保を行い、道路瑕疵の予防を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

舗装補修工事

活動実績 ｍ 131 155 110

活動見込 ｍ 131 110

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

155

交付金事業の総事業費
等

令和元年度 令和２年度 令和３年度 備　考

総事業費 9,625,000 13,299,000 9,493,000

交付金充当額 7,700,000 9,000,000 5,513,000

うち文部科学省分

株式会社　吉田組 9,493,000

うち経済産業省分 7,700,000 9,000,000 5,513,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 建設交通部　土木維持課

交付金事業の評価課室 建設交通部　土木維持課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

道路の舗装維持修繕 一般競争入札


